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1 大学キャンパス出張授業で千葉工業大学津田沼キャンパ
スに展示されたスバルインプレッサ

2 東京オートサロンに展示されたスズキのスーパーキャリイ 
マウンテントレイル

3 花粉対策にはエアコンフィルターの定期的な交換も効果的
4 多様な人たちが活躍し、働きやすい職場環境づくりを進め

る企業を紹介
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　いつも「JAMAGAZINE」をご愛読いただき

誠にありがとうございます。 

　2022年4月より電子版、季刊誌のハイブリッ

ドで発行しておりましたが、この度、紙資源の削

減による環境保全のため、季刊誌の発行を電子

化いたします。なお、従来のJAMA BLOGの掲

載も継続し、更なる連携を図ってまいります。 

　電子化によるタイムリーかつ柔軟な誌面構成

での発信に是非ご期待ください。 

JAMAGAZINE電子版 
https://www.jama.or.jp/
library/jamagazine/index.
html

JAMAブログ
https://blog.jama.or.jp/

JAMAGAZINEは完全電子化へ

08 より良い社会づくりに貢献
自動車メーカーの財団活動

12 選択肢はいろいろ
クルマの新しい乗り方

16 シーズン到来！乗車時の花粉対策

24 ４年ぶり地方モビリティショーが各地で開催

32  【今さら聞けない】
多様な車型の呼称 その意味や由来は？

34 ｢アナログからデジタルへ」編集後記
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　自工会は、自動車メーカーの経営トップらが講師となって、将来を担う大学生・大学院生にモビリティ業界の
魅力を伝える「大学キャンパス出張授業2023」を開催しました。この取り組みは2013年から行っているも
ので、23年で10回目を迎えました。「100年に一度」の変革期にあるモビリティ産業の可能性や面白さを、
トップらが熱く語りかけました。

　スズキの鈴木俊宏社長は９月27
日、九州工業大学戸畑キャンパス（福
岡県北九州市）で、「次の100年に向
けた新しい取り組み」をテーマに講

演しました。鈴木社長は、「海から陸、
山、空まで領域を広げ、スズキらしい
モビリティづくりで社会に貢献してい
きたい」と、これからの抱負を語りま
した。講演では、電動化への取り組み
強化や、既存事業の枠を超えたスター

トアップ企業との共創活動、インドで
のバイオガス精製などの新たな戦略
を紹介。「現状に満足せず、常に進化
させる柔軟な発想力と発信力を培っ
て、社会で活躍してほしい」と学生を
激励しました。

▲鈴木社長の話に聞き入る九州工業大学の学生
▲九州工業大学で講演するスズキの
　鈴木俊宏社長

スズキ

未来を担う学生にエール!

大学キャンパス出張授業大学キャンパス出張授業
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　三菱自動車工業の北尾光教上席
執行役は9月28日、京都大学吉
田キャンパス（京都市左京区）
で、変動性や不確実性を意味する
「VUCA（ブーカ）」を取り上
げ、「VUCA WORLDをどう生き
るか？」をテーマに講演しました。
北尾上席執行役は、変化に向き合う
ことが重要だとし、「さまざまな経
験を通じて感性を磨き、自分だけの

物差しを獲得してほしい」とのメッ
セージを学生らに送りました。三菱
自動車で働くやりがいを聞かれた北
尾上席執行役は、「他社がチームで
取り組むことを、１人で担うことも
ある。それだけ、権限と自由があ
る」と答えました。また「大企業、
中小企業それぞれに良いところがあ
る。会社選びは、やりたいことがで

きるかどうか、という視点で考えて
ほしい」とアドバイスしました。ま
た、増岡浩理事チーフエキスパート
は、「三菱自動車の主戦場は、東南
アジアや南米、アフリカなどの新興
国」とし、「悪条件の中で走れるパ
ワートレインを豊富に持っている強
みを発揮することで、車はまだまだ
進化を遂げる」と話しました。

　トヨタ自動車の新郷和晃執行役員
チーフプロダクションオフィサー・トヨ
タコンパクトカーカンパニープレジ
デントは10月11日、慶應義塾大学
日吉キャンパス（横浜市港北区）で講
演しました。実験都市「Woven City

（ウーブン・シティ）」（静岡県裾野
市）での実証などを紹介。「将来はク
ルマが社会システムの一部になる」
ことを見据え、「未来をつくるモビリ
ティの可能性」をテーマに語りまし
た。新郷執行役員は、「幅広い技術範
囲」「愛が付く工業製品」、また、多く
の人に新しい体験と感動を提供する

自動車メーカーで働く魅力を伝えまし
た。最後に「持続可能な世界を築いて
いくことは今を否定すること。それを
打ち破る原動力は、皆さんの意思あ
る情熱と行動だ」と、学生たちに期待
を込めました。屋外には「ラリーチャ
レンジ」に参戦する「ヤリス」を展示
しました。

▲ 三菱自動車は、北尾光教上席執行役が
京都大学で講演

▲屋外にはラリーチャレンジに参戦する「ヤリス」を展示 ▲ トヨタは新郷和晃執行役員が慶応義塾大学で講演

▲ 北尾上席執行役は、変動性や不確実性をテーマに取り上げた

三菱自動車工業

トヨタ自動車
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　SUBARUの堀陽一執行役員は
10月12日、千葉工業大学津田沼
キャンパス（千葉県習志野市）で、
「スバルのモノづくりと、それを支え
る人」をテーマに講演しました。堀執
行役員はこれまで、「アウトバック」
をはじめ、数々のスバル車の開発に
携わってきました。学生から今後のマ
ニュアルトランスミッション車の開発
について問われ、「マニュアル車は
私も好きだ。ぜひ皆さんにも買って
もらいたい」と語りました。堀執行役

員は、自身のスバルでの経歴ととも
に、「人中心の車両開発」や人の感
性・特性に寄り添った車両開発を追
求するスバルらしい仕事に対する考
え方を話し、「社会に出たら人の役に

立ってほしい、世界で笑顔を増やし
ていってほしい」と学生にエールを送
りました。屋外には新型「インプレッ
サ」を展示し、参加者の関心を引きま
した。

　日産自動車の内田誠社長兼最高
経営責任者（CEO）は10月12日、横
浜国立大学常盤台キャンパス（横浜
市保土ヶ谷区）で、「日産が描くモビ
リティの未来」をテーマに講演しまし
た。内田社長は事業環境が急速に変
化する中で、「今までの延長線上に未
来は描けない」と述べ、新たなことに
挑戦していく企業姿勢を示しました。
学生に失敗談を聞かれた内田社長は、

「私のクローゼットにはバンドをやっ
ていた頃の革ジャンを大事にしまって

いるが、妻から『その服が似合うこと
はもうないよ』と、断捨離を促された」
とのエピソードを紹介。「自分を形成
してきた『過去』は正しいものと思い

がちだが、それが将来も最適とは限
らない。良いものを残し、要らないも
のは変える。これが非常に重要なこと
だ」と語りました。

　本田技研工業の青山真二取締役
代表執行役副社長 兼 最高執行責任
者は10月16日、早稲田大学国際会
議場井深大記念ホール（東京都新宿
区）で、「大変革期にあるモビリティ業
界の面白さ～新たな技術で社会にイ
ンパクトを与えよう～」をテーマに講
演しました。パネルディスカッションで
は、学生から積極的に寄せられた質
問にも回答。「モビリティ業界が社会
に与える影響力や面白さ」に関する
学生からの問いに青山副社長は、「従

来は個人の乗り物であったモビリティ
が、データやエネルギーでつながって
いく社会のなかでのモビリティに変
わってきている。モビリティ業界が関

わる領域が広がり、産業全体の構造
が大きく変わる中で働くことは、毎日
多くの学びや気付きがあり、非常に
面白い」と述べました。

SUBARU

日産自動車

本田技研工業

▲スバルは堀陽一執行役員が
　千葉工業大学で講演 ▲新型「インプレッサ」を囲む学生

▲日産は内田誠社長が
　横浜国立大学で講演

▲ホンダは青山真二副社長が
　早稲田大学で講演

▲学生の質問に答え、内田社長が失敗談も披露

▲パネルディスカッションでは学生から積極的な質問が
寄せられた
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　UDトラックスの岸伸彦・開発部門
キーアカウントマネジメントバイスプレ
ジデントと、岸本良介・開発部門デザイ
ン部デザイングループシニアデザイ
ナーは10月18日、上智大学四谷キャ
ンパス（東京都千代田区）で、「グロー
バル環境における商品開発について」
をテーマに講演しました。同社は07年
から21年まで外資系企業と資本提携
をしていたこともあり、働く社員は多国
籍です。岸バイスプレジデントは、「いろ
いろな課題を克服するには、多様な人

材の意見が重要だ」と学生に伝えまし
た。岸本シニアデザイナーは、仕事で
使っているペンタブレットで車両デザイ

ンを披露。「ユーザーが潜在的に持つ
ニーズをいかに引き出し、商品に落とし
込めるかが問われる」と語りました。

　いす 自ゞ動車の津山浩一開発部門
VPは10月20日、東京工業大学大岡
山キャンパス（東京都目黒区）で、「い
す のゞ先進技術の取り組み」をテーマ
に講演しました。いすゞは、物流の効
率化、カーボンニュートラルの実現に
向けて、自動運転、コネクテッド、電動
化、代替燃料等の先進技術への取り
組みを加速させ社会課題の解決を目
指しています。津山VPは、ｅコマース

（電子商取引）が急速に拡大してい
ることについて触れ、「荷物が運べ
なくなると、社会には大きな影響があ

る」と、商用車メーカーに課せられた
使命の重要性を強調しました。

　日野自動車の脇村誠CTO（最高技
術責任者）は11月7日、電気通信大学

（東京都調布市）で「2024年問題？
カーボンニュートラル？技術で挑む商
用車の可能性」をテーマに講演しま
した。脇村CTOは、スズキとヤマハ
発動機で、二輪車の燃料噴射システ
ムの開発などを手がけた経歴があり
ます。脇村CTOは「（商用車メーカー
は）社会システムの一部を自分たち
がつくっているというワクワク感があ
る一方、緊張感や責任もある」と仕事
の醍醐味を語りました。講演終了後、

「EVの開発のポイントは何か」「（自
動車の）開発の道に進みたいが、大学
院に行くかどうか迷っている」など、
熱心に質問する学生の姿が多く見ら

れました。屋外には、超低床小型EV
トラック「日野デュトロ Ｚ EV」を展示
し、学生が興味深げに質問する姿が
ありました。

UDトラックス

いす 自ゞ動車

日野自動車

▲UDは岸伸彦バイスプレジ
デントが上智大学で講演

▲岸本良介シニアデザイナー（前方・右）は
ペンタブレットでデザインを披露

▲いすゞは津山浩一VPが
　東京工業大学で講演 ▲商用車メーカーの使命の重要性を説明

▲日野は、脇村誠CTOが
　電気通信大学で講演 ▲超低床小型EVトラック「日野デュトロＺEV」に学生が関心
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　約４カ月間にわたり開催した大学キャンパス出張授業。今回もモビリティ業界に関心を持つ多くの学生が参加し、講演や展示を通
し、メーカーの経営トップらと交流しました。自工会では、これからも未来を担う若者に向け、モビリティ業界の魅力を発信していきます。

　ヤマハ発動機の日髙祥博代表取締
役社長は11月10日、東京理科大学
葛飾キャンパス（東京都葛飾区）で、

「『モノづくりの喜び』を原動力に、人
と社会の幸せを描く～ゲンバ発 自由
闊達な企業風土～」をテーマに講演
しました。日髙社長は、「これだけは
負けたくない、というコア技術の掛け
合わせによって感動を生み出す製品
をつくり続け、そのチャレンジで獲得
したリソースを次の製品につなげる。
そういったイノベーションとスピンア

ウトを繰り返してきた」と同社の強み
を語りました。技術・研究本部AM開
発統括部の山崎美希さんと、同本部
技術開発統括部の篠原功次さんも登
壇しました。山崎さんはNHKで放送

された技術開発番組の裏話を、篠原
さんは23年秋に開催された「ジャパ
ンモビリティショー2023」に出展した
「モトロイド２」の開発秘話を披露し
ました。

　三菱ふそうトラック・バスの松永和
夫代表取締役会長は11月16日、山
梨大学甲府キャンパス（山梨県甲府
市）で、「新たな時代に入る産業政策
と自動車産業―三菱ふそうトラック・
バスのCN（カーボンニュートラル）
への挑戦」と題し、講演しました。松
永会長は、「（日本が）失われた30年
から決別する潮目の変化が表れてい
る」とし、産業政策の観点から、「日本

の自動車産業は、これからも世界で最
も強い産業であり続けたい」と述べま
した。講演には恩田実開発本部エン
タイヤービークル開発統括部長も登
壇しました。恩田統括部長は、二酸化

炭素（CO2）の排出削減に向け、EV、 
FCV、水素エンジン車の３つのアプ
ローチを挙げ、「こうした異なる技術
がそれぞれ得意とする分野で使い分
けられるようになる」と解説しました。

　マツダの中山雅デザイン本部長は
12月12日、東京都立大学日野キャン
パス（東京都日野市）で、「社会にお
けるパーパスをデザインから考える
～いきいきとする体験をお届けした
い～」をテーマに講演しました。４代目

（現行）「ロードスター」の開発に主
査として携わった中山本部長は、発
売に至るまでの過程やロードスター
に対する思いを伝えました。中山本
部長は、「いい車を開発するために

は、エンジニアとデザイナーが共通の
パーパス（目的）を持つことが重要」
と話しました。「ジャパンモビリティ
ショー2023」で披露したコンセプト

カー「アイコニックSP」のデザインの
狙いについても触れ、学生が興味深
く聞き入りました。屋外には、歴代の
ロードスターを展示しました。

ヤマハ発動機

マツダ

三菱ふそうトラック・バス

▲「モトロイド２」の開発秘話も披露した
▲ヤマハは日髙祥博社長が
　東京理科大学で講演

▲三菱ふそうは、松永和夫会長が
山梨大学で講演

▲恩田実統括部長はCO2排出削減の
アプローチを解説した

▲マツダは中山雅本部長が
東京都立大学で講演 ▲歴代のロードスターを展示
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　自動車メーカーの中には、社会貢献を目的に、財団法人を設立して活動している企業があります。各社の歴
史や社会的使命に基づき、教育、科学技術、環境、福祉、芸術といった分野で、それぞれ特徴のある活動を
行っています。

自動車メーカーの財団活動

スズキ財団
　公益財団法人スズキ財団（鈴木俊
宏理事長）は、1980年3月、スズキ
株式会社の創立60周年の記念事業
として、機械工業の発展を願い「機械
工業振興助成財団」（基金1億円）で
設立したのが始まりです。小型自動車
をはじめとする機械工業の発展と国
民福祉の増進への寄与を活動の目的
とし、生活に密着した機械などの生

産・利用・消費に関する科学的研究に
助成を行っています。活動は、全国の
大学などに常勤する研究者への「研
究助成事業」、シンポジウム開催や海
外研修助成など「科学的研究成果の
普及助成事業」、そして「外国人の科
学的研究・研修に対する助成事業」と
幅広い領域にわたります。
　２０20年度には、財団設立40周年
を記念し、優れた功績を上げた研究
者・開発者を毎年顕彰する「やらまい

か大賞」と、過去に財団が助成した研
究成果を基に、顕著な功績を挙げた
研究者を顕彰する「やらまいか特別
賞」を創設しました。「やらまいか」と
いう言葉には、静岡県西部の方言で、

「とにかくやってみよう」という意味
があります。「あれこれ考え悩むより、
まず行動しよう」という遠州人として
の進取の精神を表しています。財団
では技術者交流会などの活動も行っ
ています。

▼ スズキ財団「第４回やらまいか大賞・特別賞、および2023年度研究助成」贈呈式  
（24年2月）

より良い社会づくりに貢献

▼ 第4回やらまいか大賞·特別賞の受賞者と鈴木
俊宏理事長（右）、鈴木修顧問（左）
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トヨタ財団

日産財団

▼ 日産財団「理科教育賞・リカジョ育成賞贈呈式」（23年８月） ▼ 日産財団「未来のリーダー教室・展開編」（23年８月）

　トヨタ財団（小平信因会長、羽田正
理事長）は、1974年１０月に設立し、
今年で50周年を迎えます。トヨタの自
動車事業参入から４０年を機に、「人
間のより一層の幸せを目指し、将来の
福祉社会の発展に資する」ことを期し
て設立されたものです。財団では、生
活・自然環境、社会福祉、教育文化な
ど、幅広い領域で時代の要請に応じ

た課題を取り上げ、その研究と事業
に対し助成を行っているほか、シンポ
ジウムなどのイベントも定期的に開催
しています。「発明によって人類の幸
福に寄与する」という豊田佐吉翁の
創始者精神は、今日のトヨタの発展と
ともに、財団の活動に引き継がれてい
ます。
　財団では新たな事業もスタートしま
した。人工知能（ＡＩ）などの最先端デ
ジタル技術に関わる「先端技術と共

創する新たな人間社会」、外国人材が
能力を最大限に発揮できる環境づく
りのための「外国人材の受け入れと
日本社会」という２つの特定課題を取
り上げ、助成を行っています。東京大
学未来ビジョン研究センターとパート
ナーシップを組み、社会システム変革
に向けた研究に取り組む研究者を長
期にわたり支援するコラボレーション
も発足。設立50周年を祝う新たな助
成プログラムも始まる予定です。

　日産財団（久村春芳理事長）は、
1973年12月、創業40周年を記念
し、新たな社会的責任を果たすべく
「日産科学振興財団」として設立、
2011年4月に「日産財団」に名称
を変更しました。現在は、人材育成
を通じ、豊かな未来社会の実現を
目指すことをビジョンとし、未来を
担う子どもたちの能力開発の支援、

未来のための教育の進化と教育者
の成長への貢献、グローバルに活
躍するリーダーの育成支援をして
います。
　主な活動のうち、「理科教育助成」
では、子どもたちの能力開発支援を
目的に、理科教育と科学教育に取り
組む小中学校に助成しています。「理
科教育賞」は、理科教育助成終了後
の優秀な学校・団体を表彰する制度
です。「リカジョ育成賞」は、未来で活

躍する理科好き女子（リカジョ）を育
てることが目的で、女子小中高生を
対象に、理系分野における興味・関心
の向上や能力の育成を目的とした活
動を表彰しています。次世代グロー
バルリーダーの育成を目指す「未来
のリーダー教室」では、早稲田大学と
共同で、中高生向け講座の開発を進
めています。教材やマニュアルの制
作により、学校授業での導入も進め
ています。

▲トヨタ財団　23年度助成金贈呈式 ▲トヨタ財団主催で開催したシンポジウム（23年２月）
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　本田財団（石田寛人理事長）は、
1977年12月、本田宗一郎氏と、そ
の弟・弁二郎氏の寄付金によって設立
されました。本田技研工業は、交通安
全への取り組みを目的に、70年に「ホ
ンダ安全運転普及本部」を発足させ、
74年には、社会的な広がりを目指し、

「本田藤沢記念財団国際交通安全学
会（IATSS）」を設立しました。76年に

はIATSSが国際シンポジウム「ディス
カバリーズ（DISCOVERIES）」を開
催、その反響は大きく、継続的なシン
ポジウムの開催が求められたことか
ら、ディスカバリーズの運営母体とし
て、本田財団が設立されました。
　ディスカバリーズでは、地球が抱え
る課題とその解決の方向性の議論が
行われ、79年にはエコロジーから想
起される地球にやさしいという限定的
な意味合いを超え、常に「人間」を大

切にし「自然環境」と「人間環境」の両
方との調和を目指す科学技術哲学「エ
コテクノロジー」を提唱。第4回「ディ
スカバリーズ国際シンポジウム ストッ
クホルム1979」において、「ディスカ
バリーズ宣言」を発表しました。この宣
言に基づき、80年には国際褒章「本
田賞」を創設し、2006年には、財団設
立30周年記念事業として、アジア各
国の優秀な理工系の学生を対象とした

「Y-E-S奨励賞」がスタートしました。

　マツダ財団（菖蒲田清孝理事長）
は、世界の人々が共に繁栄を分かち
合い、心豊かに生きることができる社
会づくりを目指し、1984年10月に設
立された財団です。『科学技術の振
興』と『青少年の健全育成』の２本を柱
に事業を展開しています。１つ目の『科
学技術の振興』では、基礎研究および
応用研究に対する研究助成や、中国

地方で開催される小中高の児童・生徒
を対象とした科学体験に対する事業
助成を実施しています。また、広島大
学などと連携し、科学するこころを養
うべく、小中高生を対象に「科学わくわ
くプロジェクト」を行っています。
　２つ目の『青少年の健全育成』で
は、教育現場や市民活動の活性化に
役立つ研究への研究助成のほか、広
島県と山口県の市民団体を対象に、
青少年健全育成のための活動を支

援しています。また、広島市文化財団
と協働で、児童の創意工夫を育む合
宿型の「感動塾・みちくさ」を開催した
り、NPO法人ピピオ子どもセンター
と連携し、被虐待児を支援する「ス
タートラインプロジェクト」を行ったり
しています。さらに、若者団体の地域
での活動を後押しする「若者×ツナグ
バ」、広島地区の大学での寄付講義、
若者の未来を拓くための講演会な
ど、幅広い活動を展開しています。

本田財団

マツダ財団

▲本田財団、23年度本田賞贈呈式での記念講演（23年11月） ▲本田財団、Y-E-S奨励賞

▼ マツダ財団、大学での贈呈式 ▼ マツダ財団、市民活動と研究助成の合同成果報告会
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▼ヤマハ発動機スポーツ振興財団「スポーツチャレンジ賞」記念シンポジウム（23年６月）

　ヤマハ 発 動 機スポーツ振 興 財
団（YMFS、木村隆昭理事長）は、
2006年11月、豊かな人間性の涵
養に効果的な「スポーツ振興」と「ス
ポーツ文化」の醸成による国家社会
への貢献を目的に設立されました。ス
ポーツに親しむ人々を増やす「スポー
ツ体験促進事業」と、スポーツを通じ

て夢や目標の実現にチャレンジする
人を応援する「チャレンジ支援事業」
の両事業を有機的に結び付け、未来
人材成長モデルの確立を目指してい
ます。変わらぬビジョンは、「挑戦する
心が共感・称賛される社会づくりへの
寄与」であり、その実現のため、夢の
実現にチャレンジする人を応援して
います。
　スポーツ体験促進事業では、「ジュ
ニアヨットスクール葉山」や「セーリン

グ・チャレンジカップIN浜名湖」を開催
したり、スポーツ教材の提供や体験
型スポーツ教室、自然体験絵画コン
テストを実施したりしています。チャレ
ンジ支援事業では、アスリートや研究
者のチャレンジを支援する「スポーツ
チャレンジ助成事業」と、スポーツ界
の「縁の下の力持ち」を表彰する「ヤ
マハ発動機スポーツ振興財団スポー
ツチャレンジ賞」を行っています。調
査研究活動も実施しています。

　このように、自動車メーカーでは、通常の事業活動のほかにも、より良い社会を実現するための活動を行っています。

ヤマハ発動機
スポーツ振興財団

▲ヤマハ発動機スポーツ振興財団「スポーツチャレンジ助成事業」成果報告会（23年３月）
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　まず新車を手に入れるのには主に
以下の方法があります。１つは現金
での購入、次に一般ローン、最後に
残価設定型ローンです。自工会がま
とめている「乗用車市場動向調査」
の2021年版によると、現在保有し
ている車の購入方法は、「現金一括
で購入」が56％と最も高く、「一般の
ローン／クレジットを利用して購入」
が21％でした。現金一括で購入する
人は、首都圏中心部や60歳以上で
60％以上に上り、一般のローン／ク
レジットの利用は、家族形成期や30
～50歳代の女性が全体と比較して
高い傾向にあります。また、次回の予
定購入方法についても、現金一括が
57％、一般のローン／クレジットが
28％と、現金払いや一般ローンを選
ぶ人は依然として多いことが分かり
ます。

　就職や異動などをきっかけに
マイカーの購入を検討する人は
多いでしょう。ただ、そうはいっ
ても、車の使い方や予算によっ
て、最適な方法は異なります。自
動車メーカーは、若い人にも車に
乗ってもらいやすいよう、さまざ
まな選択肢を用意しています。そ
の一部を紹介します。

選択肢はいろいろ選択肢はいろいろ
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　自動車メーカーは、サブスクリプ
ション（定額利用）やフルサービス
リースと言われるサービスも用意し
ています。スズキの「スズキ定額マ
イカー7（セブン）」やトヨタ自動車の

「KINTO（キント）」、日産自動車の
「Click Mobi（クリックモビ）」、本
田技研工業の「楽らくまるごとプラン

（楽まる）」、三菱自動車の「ウルトラ
マイカープラン」などが、これに該当
します。SUBARUもキントと提携し、
24年初夏には、スバル車をキントで
利用できるようになります。
　サブスクリプションサービスの契
約方法など、細かな部分はメーカーに
よって異なりますが、メンテナンス費
用や税金に加え、自動車保険（任意保
険）料までがパック料金に含まれるも
のもあります。自動車保険料は通常、
運転経歴の浅い若い人ほど高く設
定されるため、パック化されることに
よって、若い人にとっては保険料負担
を軽減できるメリットがあります。オン
ラインで契約できるサービスもあり、
契約の煩わしさを軽減できることも、
サブスクリプションサービスの利点と
言えます。
　また、メーカーによっては中途解約
がしやすいプランも用意しています。
基本的には３、５、７年などの契約期
間の中から、自分のライフプランや予

算に応じた期間を選択して利用する
のがサブスクリプションサービスです
が、転勤や結婚などで車に求める条
件が変わる場合もあります。通常は中
途解約金が発生しますが、サービス
や条件によっては免除される場合も
あるため、契約時に確認しておくこと
をおすすめします。
　トヨタのキントでは、契約期間中
の付加価値を高める新しい試みを
用意しています。例えば、23年にプ
リウスから始めた新しいサブスクリ
プションサービスでは、納車後、技
術革新にあわせて車をアップグレー
ドできるよう、専用の設計を車両に
あらかじめ搭載し、駐車支援機能な

どの後付けを実現したほか、コネク
ティッド技術で運転スキルを分析し、
アプリを通じてアドバイスすることに
より、通常下がる車の価値を維持す
る独自の仕組みを構築しました。価
値を維持する分をサブスクの月額の
引き下げにあらかじめ充てることで、
リーズナブルに利用できるようにし
ています。24年からはこのサービス
の対象をヤリス、ヤリス クロスにも
拡大しました。
　サブスクリプションサービスには、
中古車を対象にしたサービスもあり
ます。ホンダ、トヨタなどが提供して
おり、新車以上に割安な価格で車
両を利用できることがメリットです。

「残価設定型」も選択肢の一つ

若年層には〝サブスク〟もおトク

Click Mobi
（クリックモビ）

日産自動車

３、５、７年
契約期間

KINTO
(キント)

トヨタ自動車

３、５、７年

スズキ定額
マイカー7

スズキ

７年

楽らくまるごと
プラン（楽まる）

契約期間

ホンダ

３、５、７年

ウルトラ
マイカープラン

契約期間

三菱自動車

３、4、5年

自動車メーカーのサブスクリプションサービス

契約期間契約期間

　一方、現在保有している車の購入方
法では、20％の人が「残価型設定あ
るいは据え置き型のローン／クレジッ
トを利用して購入」と回答しました。現
金一括払いや一般のローン／クレジッ
トが主流ではありますが、これとは別
の、新しい車の乗り方を選択する人が
これから増える可能性があります。

　残価設定型ローンとは、将来の下取
り額をあらかじめ決めておき、車両価
格から下取り額（残価）を差し引いた
額を分割で支払っていく方法です。一
般のローンに比べ、ローンの対象とな
る金額が小さくなるため、月々の支払
額が少なくなるメリットがあります。例
えば、三菱自動車工業が２月に発売し

た「トライトン」の場合、60回払い（５
年払い）で、走行距離を月間１千km以
内に制限した場合、63％（２3年１２月
の受注開始時点）という高い残価率で
ローンを組むことが可能です。現金や
一般ローンでは手が届きにくい憧れの
車も、残価設定型を利用すれば乗るこ
とができるかもしれません。
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例えば、ホンダの「マンスリーオー
ナー」は、月額料金に税金やメンテ
ナンス費用、保険料を含んでいま
す。この点は新車のサブスクリプショ
ンサービスと同じですが、最短１カ
月から利用できる点が特徴です。長
期の出張などで一時的に車を使用
したいというニーズにも応えられる
サービスです。
　車に関するさまざまな手続きを一
括で申し込むことのできるサブスクリ
プションサービスですが、忘れては
いけないのが駐車場の確保です。必
要な書類さえ用意すれば警察署への
車庫証明の届け出は販売会社が代わ

りに行ってくれますが、自宅に駐車ス
ペースがない場合は、自分で駐車場
を見つけて契約する必要があります。
サブスクリプションサービスの中には

駐車場検索サイトと提携し、お得に駐
車場を借りられる方法を用意してい
るものもあるため、よく確認してみま
しょう。

　サブスクリプションサービスの
場合、サービス期間終了後は車を
返却することを前提としています
が、「車を自分のものにしたい」と
いう人もいるでしょう。環境や安全
面の規制強化、原材料価格の高騰

を背景に、新車の価格は少しずつ
高まっているだけに、中古車も選択
肢に入れ、「最初のマイカー」を選
ぶ人も多いと思います。中古車を
選択することに不安を感じる人も
いるかもしれませんが、メーカー系

のディーラーで販売している「認定
中古車」は、厳しい基準を満たして
います。
　メーカーの認定中古車には、付加
価値を付けて販売するサービスも
広がっています。日産自動車が奈良

中古車を用品でバージョンアップする方法も

プリウスには、アップグレードを可能にする専用設計を搭載（キント、写真提供＝トヨタ自動車）

▲運転スキルを分析し、アプリでアドバイス（写真提供＝キント）
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日産（田代雄亮社長、奈良県大和郡
山市）と共同で１月に開始したのが、

「キューブレトロリノベーション」とい
うサービスです。ユーザーの希望に応
じ、劣化のある内装品やヘッドライト
などの外装品を専用のカスタマイズ
パーツなどに交換・装着することがで
きます。ベースとする「キューブ」の認
定中古車は、100万～120万円程度
で流通しています。約７万円から利用
できる用品パックを合わせても、手頃
に高品質な中古車を購入できます。
　ホンダも１月から所定の用品を搭載
した認定中古車を「いまコレ＋（プラ
ス）」とし、販売を開始しました。最新
のカーナビゲーションシステムや、踏

み間違い時加速抑制システムなどを
搭載することにより、年式の古い中古
車でも、必要十分な機能を手に入れ
ることができます。

　20年から続いた新型コロナウイ
ルスの感染拡大をきっかけに、オン
ラインでの車の販売も広がりまし
た。ホンダの「ホンダオン」では、オ
ンラインで商談、見積り、査定、契約
までの手続きを完結でき、実店舗に
行く必要があるのは、納車の時だけ
です。オンラインでの手続きは、前
述のトヨタのキントでも対応してお
り、遠方にしか店舗がない場合や、
購入する車を決めている場合は、オ
ンライン販売システムを使用するこ
とで、購入の際の負担を軽くするこ
とができます。ホンダが23年に始め
た中古車のオンライン販売サービ
スの場合は、輸送費を支払えば、自
宅に納車してもらうことも可能であ
るため、一度も実店舗に行かずに車
を購入することが可能です。もちろ
ん、内外装の質感や乗り味の確認は

実店舗でなければ難しい面もありま
す。ただ、近隣に実店舗が無い場合
は、試乗の代わりにカーシェアリング
サービスを活用するのも一つの方法
でしょう。

　「100年に一度の大変革期」と言われる自動車産業ですが、技術の進化だけではなく、乗り方の多様化も進
み、ユーザーの細かなニーズに応えられる選択肢が用意されています。自分にピッタリの車を賢く、お得に乗る
方法を研究してみてはいかがでしょうか。

来店せずに購入

▲車の購入がオンラインでもできる時代に（ホンダの「ホンダオン」、写真提供＝ホンダ）

ホンダの中古車オンライン販売システムでは▶︎
納車も自宅で可能（写真提供＝ホンダ）□

◀ 日産の「キューブレトロ
リノベーション」は中古
車をリフレッシュ

▲ 内装品も新品に交換
　（キューブレトロリノベーション）
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　乗車中の花粉対策の基本は大きく
分けて３つあります。１つ目は花粉を
車内に持ち込まないことです。車に乗
るときは、衣類についた花粉を払い落
としましょう。花粉の付きにくい素材の
衣類を選ぶことも良いでしょう。素材
の中で最も花粉が付きやすい素材は
ウールだそうです。逆に、綿やポリエ

ステルなどの化学繊維は比較的、花
粉が付着しにくいとされています。
　２つ目の対策は、花粉を車内に取り
込まないことです。乗車時は窓を閉め
ていても、エアコンが外気中の花粉
を吸いこんでしまうことがあります。
エアコンは内気循環にし、外の空気
が入らないようにしましょう。内気循

環にすることにより、車内に入り込ん
だ花粉もフィルターが除去してくれる
ので、車内の空気をより清浄に保つ
ことができます。
　エアコンのフィルターは、排出ガス
やたばこなどの臭いを吸収したり、花
粉やほこりを除去したりする役割が
あります。汚れがたまると目詰まりし、

　今年も花粉シーズンが到来しました。春先のスギやヒノキの飛散量は特に多いと言われますが、夏から秋にか
けてもブタクサやヨモギの花粉が飛びます。花粉症のつらい症状は集中力を落とし、運転の妨げになりかねませ
ん。カーエアコンやカー用品をうまく使い、花粉シーズンを乗り越えましょう。

▼カーエアコンは内気循環が基本

▼エアコンフィルターの働き

▼フィルターは定期的な交換を

シーズン到来! 乗車時の花粉対策
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効果が落ちてしまうので、定期的な交
換を心掛けましょう。
　３つ目は清掃で花粉を除去すること
です。車内に入り込んだ花粉は、時間
が経つと、ダッシュボードなどの表面
に落ちます。花粉が舞い上がらないよ
う、ウエットティッシュなどでふき取りま
しょう。シートなどの布素材の部分は、
掃除機をかけたり、粘着クリーナーで
取り除いたりすると良いでしょう。
　カー用品店に行くと、花粉シーズン
に役立つ用品がいろいろとそろって
います。花粉の季節は外出先でも対
策を行えるよう、「車載可能なアイテ
ムが人気」（カー用品店担当者）と言
います。
　車内の空気から花粉を除去する
フィルター類には、エアコン用フィル
ターのほかに、車載用の空気清浄機
があります。空気清浄機は、車内を

浮遊する花粉を吸収し、空気をきれ
いに保つことができます。形状はさま
ざまですが、ドリンクホルダーに収ま
り、アクセサリーソケットに接続する
だけで使えるタイプが人気だそうで
す。また、イオンを発生し、消臭や抗
菌・抗ウイルス効果を発揮するタイプ
は、車内の快適性をさらに高めること
ができます。
　シートやフロアマットに付着した花
粉を、効率よく除去する用具もありま
す。中でも、シートのすき間など、手が
届きにくい場所を掃除できるハンディ
モップは、「花粉シーズンに売れ行き
が伸びる」（カー用品店担当者）とい
います。モップ部に吸着性の高い素
材を使用し、効果的に花粉を除去で
きます。折り畳み式など、収納性も兼
ね備えたものもあり、車内でも邪魔に
なりません。風の力で花粉を排除する

ブロアーなどと組み合わせれば、効
率よく掃除できます。
　花粉のシーズンは、車内に花粉を
取り入れないためにも、ボディ表面を
まめにきれいにしておくことも大切で
す。外出先でも洗車できる携帯シャ
ワーや、ミラーなどを楽に洗浄できる
洗車グローブが便利です。花粉は雨
などで一旦水を含んで乾燥すると、
ボディ表面に固着し、通常のシャン
プーでは、なかなか落とすことができ
ません。花粉用に特化したシャンプー
は、洗浄性能を高めた溶剤を使用し
ており、花粉を簡単に洗い流すこと
ができます。
　花粉だけでなく、チリやほこり、カ
ビなどがアレルギー症状の原因にな
ることがあります。花粉シーズンに限
らず、車内を常に清潔に保ち、カーラ
イフを快適に過ごしましょう。

▲ ドリンクホルダー収納タイプの空気清浄機

▼ 外出先で使える携帯シャワー▼ 洗車グローブ ▼ 花粉用カーシャンプー

▲ 手が届きにくい場所も掃除できるハンディモップ
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奥に、ゴムが盛り上がった部分が
あります。 これがスリップサイン
で、 盛り上がった部分とトレッド面
が同じ高さなら、 即交換です。ス
リップサインの目安である残り溝
1.6mm 以下のタイヤは整備不良
扱いで違反となりますし、 排水能
力が激減し、 雨天時のスリップに
直結します。 早めの交換を心がけ
ましょう。
　空気圧も大事です。 特に最近
のエコカーは指定空気圧を高めに
して燃費を良くしていることが多

クしましょう。　
　最初に、「サイドウォール」と呼
ぶタイヤ側面や、「トレッド」 と呼
ぶ路面との接地面に、 異物やヒビ
割れがないかをよく見ましょう。異
物はドライバーなどで取り除いた
後、 空気が漏れていないかを確認
します。心配な場合は、 整備工場
などでプロに見てもらいましょう。
　タイヤ 溝の残りは、「スリップ
サイン」 が出ているかどうかで判
断します。 サイドウォールにある
△マークの 延 長 線 上にある溝 の

　まずはタイヤです。 普段はあま
り気にしない人も多いのですが、
アクセルやブレーキ、 ハンドル操
作は、 最終的にタイヤを通じて路
面に伝わります。タイヤは乗り心
地や燃費を左右しますし、 パンク
や、「バースト」と呼ばれる破裂を
起こしたら、 それこそ命に関わる
事故につながることもあり得ます。
日本自動車連盟（ＪＡＦ）のレッカー
出動理由では、「タイヤのパンク、
バースト、 エアー圧不足」 は、 ベ
スト３の常連です。しっかりチェッ

　春夏秋冬、いつ出かけてもドライブは楽しいものですが、暖かな気候や色とりどりの花木を楽しめる春のドライブ
は格別の魅力があります。家族や友人と、あれこれ計画を練っている人も多いことでしょう。出発前に気を配りたい
のが、車やバイクのメンテナンスです。行った先で立ち往生したり、思わぬ出費を強いられたりしたら、せっかくの
楽しい気分も台無しです。安全にドライブやツーリングを楽しむためのチェックポイントをご紹介します。

▼軍手などを装着し、目視と手触りでタイヤの
　異常をチェック

▼「スリップサイン」が現れる前にタイヤ交換を ▼指定空気圧を示すステッカー

ドライブシーズン到来！ドライブシーズン到来！ドライブシーズン到来！

春
ドライブシーズン到来！ドライブシーズン到来！ドライブシーズン到来！ドライブシーズン到来！

春春に向けたクルマと春春春春に向けに向けに向けに向けたたクルマクルマとと
バイクのメンテナンス



同じですが、 アクセルやクラッチ
ワイヤー、チェーン、サスペンショ
ンなどの注油も忘れずに行うと、
動作がぐっと滑らかになります。注
油後は、 余分な油を拭き取ること
も忘れないようにしましょう。油分
がホコリなどを吸着し、 車体が汚
れてしまいます。
　クルマの場合、 最近はほぼ装着
されている車内のエアコンフィル
ターもチェックしてみましょう。 必
ずしも故障や事故につながるわけ
ではありませんが、 外気の排出ガ
スやホコリを取り除いてくれます
し、カビがエアコンダクト内に繁殖
することも防いでくれます。
　車種や使い方にもよりますが、
１年に１回もしくは走行１万 km ご
とのフィルター交換がおすすめで
す。 多くの車は、フィルター交換
を工具なしで行えます。交換用フィ
ルターは、 自動車ディーラーや自
動車用品店で売られています。
　メカの知識がなくても、 愛車の
周りを１周しながらタイヤを確認し
たり、 走行中に異音や振動がない
か、耳を澄ませることも立派なメン
テナンスです。 必要ならプロの手
も借り、 楽しく安全なカー＆バイク
ライフを送りましょう。

く、 チェックを怠ると燃費まで悪く
なります。少なくとも１カ月に１度、
長距離ドライブの際は、 出発前に
チェックしましょう。 指 定 空 気 圧
は運転席ドア開口部のほか、 バイ
クの場合は、 燃料タンクや車体側
面に貼られているステッカーで確
認できます。 今は１万円ほどで売
られているバッテリー駆動のハン
ディ空気入れもおすすめです。
　次はボンネットを開けてエンジン
をチェックしてみましょう。「メカは
苦手」と難しく考える必要はありま
せん。取扱説明書には、必ず点検
の仕方が載っていますし、「ブレー
キ液」「ウォッシャー液」「エンジ
ン冷却水」 は、目視で量が分かる
よう工夫されています。 エンジン
オイルは 「レベルゲージ」と呼ば
れる点検器具を使いますが、 説明
書通りに行えば、さほど難しくはあ
りません。それよりも、レベルゲー
ジを確実に戻し、 点検に使った布
切れをエンジンルームに置き忘れ
ないよう注意しましょう。エンジン
ルームは高温になるため、 置き忘
れると車両火災につながりかねま
せん。 心配な人は、こちらもプロ
に見てもらいましょう。

バイクの点検も基本的には車と

▼指定空気圧を示すステッカー

▲バッテリー駆動のハンディ空気入れもおすすめ ▲冷却水などの量を目視でチェック

▲エンジンオイルは「レベルゲージ」で
　量と汚れなどをチェック

▼バイクは注油も大切
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日産自動車

ヤマハ発動機

ＵＤトラックス

三菱ふそう
トラック・バス

　日産自動車は、ダイバーシティ・エ
クイティ&インクルージョン（DEI、多
様性・公平性・受容性）を重要な経営
戦略と捉え、20年以上前から多様な
人材の活躍を推進してきました。その
中の一つが外国籍人材の活用です。
DEI推進室課長の前多裕美さんは、

「外国籍の人材は日産にとって当た

り前の存在」と、多様な国籍の人材
が同じ場所で働く企業風土が日産に
根付いていると話します。
　国内における管理職に占める外
国人の比率は5.8%（2023年3月現
在）、役員に限定すると、46.2%〔同7
月1日現在、会社法に基づく役員（取
締役、執行役）〕に上ります。国籍を問
わず、優れた人材が企業運営の中核
を担っていくという企業風土がこの
数字に表れていると言えるでしょう。
　文化が異なる人材が連携し、従業
員の力を最大限に発揮してもらえるよ
う、会社側のサポートも充実させてい
ます。DEIを学ぶeラーニングや海外
事業所との人材交流などに加え、今年
からDEIを推進するボトムアップの活
動として、「従業員リソースグループ」
を立ち上げました。これは、社員が共
通の関心のもと形成するネットワーク
で、最初は、マルチカルチャー、ジェン
ダー、育児両立、LGBTQ＋の4つの
従業員リソースグループが始動しまし

　モビリティ産業は世界中に生産や販売の拠点を持つグローバル産業です。働く人たちの国籍や人種もさまざま
で、性別、宗教、価値観、障がいの有無に関わらず、多様な人たちが活躍しています。

外国人も働きやすいモビリティ産業
多 様 性 が強み！

た。この中の「マルチカルチャー」とい
うグループは、国籍や文化的背景・語
学力に関係なく一人ひとりが能力を発
揮できるよう、職場での文化的多様性
とインクルージョンを推進しています。
　外国人の活躍推進を今後も継続
していく一方、ジェンダーダイバーシ
ティーの観点で日産が2004年から力
を入れているのは女性活躍です。外国
人同様、女性管理職比率も日本企業の
中では高い水準にある日産ですが、前
多さんが課題意識を向けるのは、「女
性管理職の比率と間接従業員に占め
る女性比率にギャップがあること」で
す。2023年3月時点で女性管理職比
率は10.4％ですが、この比率を間接
従業員に占める女性比率19.8％に近
づけることを目標に掲げています。将
来的には、更なる女性管理職比率の
向上のため、母集団となる間接従業員
に占める女性比率を30%レベルに高
めるべく、女性社員の積極的な採用と
育成を促進していきたいと話します。▲ 日産自動車の前多裕美さん
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日産自動車

ヤマハ発動機

ＵＤトラックス

三菱ふそう
トラック・バス

　女性管理職の比率向上へ、23年
度には新しい取り組みを始めまし
た。例えばキャリア・ビルディングの
e-learningや社外キャリアコンサ
ルタントが伴走して本人が主体的に
キャリアを構築していく「セルフキャ
リアドッグ」です。これは、女性管理
職のモチベーション向上はもちろん
のこと、キャリアデザインスキルを身
に着けてもらうための取り組みです。
　一方、男性育休の推進にも力を入
れています。以前は育児休職する女
性向けに、「プレママセミナー」とい
う研修を実施していましたが、現在は
「プレパパママセミナー」とし、男女
ともに育児と両立しながらキャリアを
どう形成していくかについて先輩社
員の経験から学ぶ場へとセミナーの
内容も変わってきています。
　日産がDEIに取り組むのは「モビリ
ティへの多様なニーズに対応する商品
とサービスの提供につながる」（前多さ
ん）と考えているためです。長期ビジョン

「Nissan Ambition ２０３０」では、こ
れまでのビジネスモデルを脱し、新しい
ビジネスを育てていくためには「これま
でと異なるスキルセット（経験・能力・資
質などの組み合わせ）を持った人材が欠
かせない」（前多さん）とし、今後も多様
な人材の活躍を推進していく考えです。

　ドイツのダイムラー・トラック傘下の
三菱ふそうトラック・バスでは、国内
で働く外国籍従業員の比率が、23年
末に10%を超えました。人事担当常
務の河地レナさんは、「三菱ふそうの
本社は日本にあるが、会社内は外国
でもある」と、外国人の多い同社特有
の雰囲気を表現します。河地さんは、
3年前に三菱ふそうに入社しました。

「入社当時、ここまでグローバルな
のかと驚いた」と振り返ります。
　同社で外国籍従業員が増え始めた
のは05年からです。独ダイムラーの
傘下に入ったことがきっかけとなりま
した。10年頃までは、ダイムラーから
の駐在員が多かったといいますが、
その後、インターンシップ制度の拡
充などにより、日本での採用が増えま
した。本社勤務の部署に加え、ディー
ラーでメカニックとして勤務する特
定技能実習生も多くなっています。河
地さんは「多様性が会社を強くする。
互いにコミュニケーションを取り、交

流を深めることで、シナジーが発揮さ
れる」と、その効果を語ります。
　同社で働くヴァルテルスピレール・
アルノーさんはフランスの出身です。
大学などで日本語やビジネスマネジ
メントを学んだ後、12年に来日。フラ
ンス系物流会社での勤務を経て、16
年4月に三菱ふそうに入社しました。
現在は、生産・経営戦略本部の小型ト
ラック商品プロジェクト部に所属して
います。
　アルノーさんは、三菱ふそうにつ
いて、「社員のために、率先して動く
会社」と話します。従業員の意見を聞
き、満足度を上げるための改善を、常
に実施しているからです。上司と気
軽に話せる職場環境も、アルノーさ
んにとって、働きやすさの一つだとい
います。「マネージャーや部長とオー
プンに話ができる。この点が、個人的
には最も重要」と話します。教育も充
実しており、「自分が伸びるチャンス
が多い会社」だと話します。
　河地さんは、同社が多くの外国人
に選ばれる理由について、「クリティ
カル・マス（集団の中で一定以上の割
合）がいること、柔軟な働き方ができ
ること、能力主義であることの大き
く3つの理由がある」と説明します。
働き方では、早期に在宅勤務やコア

▼「外国籍の人材は日産にとって当たり前の
存在」と話す前多さん ▼三菱ふそうトラック・バスの河地レナさん

▼三菱ふそうトラック・バスの
　ヴァルテルスピレール・アルノーさん



タイム無しのフレックス制度を導入
し柔軟な働き方を実現しました。さら
に、成果主義の評価を採り入れたこと
で、多様な人材が能力を発揮できる
環境が生まれました。これらの取り組
みは、「上司が外国人になることで、
部署や会社が変わったこと」（河地

プロジェクト終了後も、日本での勤務
継続を希望し、現在はUDの人事部
門で、DE&Iを推進するHRピープル
&カルチャーのダイレクター（部長）
としてチームをけん引しています。 
　UDでは、外資系企業の傘下だっ
た07～21年の間に外国籍の従業
員が増えました。今ではグローバル
で34%、日本で11%が外国籍従業
員です（24年1月末現在）。ベネデッ
タさんは、「多様性のある会社はパ
フォーマンスも良いという結果が出
ている。社会の変化に対応できる商
品をつくっていくためにも、多様な視
点を取り入れたい」と話します。 
　ベネデッタさんに誘われ、HRピープ
ル&カルチャーに移ったという柳原沙
耶子さんは、08年の入社時から人事
に携わってきました。人事制度面で大
きく変わったと感じているのは、「人に
フォーカスした制度に変わったこと」
だと言います。例えば、従業員の職務
を辞令で任命するのではなく、グロー
バルで公募する「ジョブポスティング
システム」が導入されたことです。「誰
もが自立的に次のキャリアを選び成長
できる。人のために良い環境や魅力的
なビジョンを提供していく姿勢に会社
が変わった」（柳原さん）といいます。 
　一方、多様性を機能させるには、「受
容（インクルージョン）の気持ちがとて
も大事」（柳原さん）とし、そのための
仕掛けも行っています。多様性・受容性
そして公平性を継続的に学ぶ「DE＆I

　UDトラックスは、11年にDE＆I　
の活動を開始しました。以来、多様性
を尊重し、多様な意見や個性を受容
する企業文化の構築に力を入れて
います。人事制度も在宅勤務制度や
コア無しフレックス制度、時短勤務
の導入など、誰もが働きやすい職場
環境づくりを推進しています。 
　ベネデッタ・ダルモンテさんは、ス
ウェーデン・ボルボグループに15年
に入社して以降、人事の仕事に携
わっています。UDでのプロジェクト
で20年3月に来日。「人が優しいUD
の文化が好きになった」と、半年間の

さん）が後押しになったといいます。
　多様性には良い面がある一方で、
さまざまな意見が出るため、「意見を
まとめ切れないといった弱み」（河地
さん）もあるといいます。この弱みを
強みに変えるために必要なのは、「互
いのリスペクト」と河地さんは強調し

ウィーク」や、毎年3月8日の「国際女
性デー」にちなんだイベントの開催、
海外の新卒社員を日本に呼び、日本を
知ってもらうといった取り組みです。 
　お昼休みなどの時間を使った「ラン
ゲージカフェ」というイベントもその
一つです。日本語、英語、スペイン語、
そして手話を従業員同士で学び合い
ます。「現場の人も、オフィスの人も参
加し、いろいろな文化を持った人が顔
を合わせ、一緒に取り組める場」（ベ
ネデッタさん）になっています。 
　まだまだ課題は多いと言います
が、ベネデッタさんは、「企業文化が
変化するのには時間がかかる」とし、
自身も「これからもチームから学び、
自分を高めたい」と話します。柳原さ
んも、「多様性と公平性、受容によっ
て企業文化が進化し、ビジネスでよ
り良い結果を出せるようにサポート
していきたい」と抱負を語りました。

ます。同社は、互いを尊重し合う企
業文化をつくり、どんな意見も受け
入れ、国籍に関係なく働きやすい環
境を実現してきました。河地さんは、

「日本人にはない、さまざまな意見が
集まることによって、将来の会社の成
功につながる」と話しました。

日産自動車

ヤマハ発動機

ＵＤトラックス

三菱ふそう
トラック・バス

▼「多様性のある会社はパフォーマンスも良い」
　と話すUDトラックスの
　ベネデッタ・ダルモンテさん

▼「受容の気持ちが大事」
と話すUDトラックスの柳原沙耶子さん



　ヤマハ発動機では、国境を越えて
人材を適材・適所に配置する新たな
人事異動制度を2020年に導入しま
した。海外拠点から日本へ、海外拠
点から別の海外拠点への異動を活発
化し、多様な人材が能力を十分に発
揮できるようにすることが目的です。
　新制度を担当する人事総務本部
グローバル人事部ピープル&カル
チャーグループマネージャーのボヤ
ン・ディモフさんは、「これからグロー
バルな考え方でガバナンスやビジネ
スオペレーションを考えていく上で、

タレント（人材）もマインドをはじめと
し、能力・スキルをグローバルレベル
に引き上げていく必要がある」と、新
制度導入の背景を説明します。ディ
モフさんは前職の外資系コンサル
ティング会社で海外企業を多く見て
きた経験から、「ヤマハ発動機だけ
でなく、日本の大手企業はグローバ
ルなアプローチをしないと、海外企
業に追い付いていけなくなる」とし、
企業としての競争力を引き上げてい
く上でも、グローバルな人の異動は
欠かせないと言います。
　これまで同社では、本社のスキル・
知識やノウハウの取得を目的に海外
のグループ会社の社員を短期で受
け入れてきました。しかし、これらは
特定の事業や機能分野に限られてお
り、広く汎用的なレベルには至って
いませんでした。そこで、新制度で
は、適用範囲をヤマハ発動機グルー
プ全体に広げ、多様な人材が活躍で
きる“場”と“機会”を提供すること
で、グローバルなビジネスモデルを
支える人材配置を可能にしました。
出向先は出向者と共に働くことで新
たな気づきをイノベーションにつな
げ、出向者は出向先でスキル・知識、
ノウハウを得ることで本人の成長に
つなげる。そして帰国後、出向者が
出向元にスキル・知識、ノウハウを受
け伝えることで出向元の底上げに貢
献する。この制度を通じ、関係する
すべての人たちに相乗効果が生まれ
ることを期待しています。
　一方、海外赴任にはいろいろな

ハードルがあります。言葉や生活習
慣など、慣れない外国での生活には
不便がつきものです。また、新制度
を利用した異動を活発化するには、
「会社と出向者の双方にベネフィッ
ト（利益）がある制度であることが
大切」とディモフさんは言います。新
制度では、出向者のベネフィットとし
て、帰国後のキャリアップアップを提
示しています。実際、すでに3年間の
赴任を終え、自国拠点で拠点長に昇
進した人もいます。
　新制度を活用した異動の実績は導
入時に目標としていた15件を、年内
に達成できる見込みです。これまで
に台湾・オーストラリア・インドネシア・
フィリピン・中国から、日本や他の海外
拠点への出向がありました。日本への
出向が最も多いと言いますが、中に
は海外から別の海外へというケース
もあります。コロナ禍が収束したこと
で、新制度を活用したグローバルな異
動は、これから本格的に増える見通し
です。ディモフさんは、「新制度の利
用者の拡大に向け、今まで以上に海
外拠点の人事を巻き込みながら推進
していきたい」と意欲を示しました。

　各社は人事・労務制度の改善、教育の充実、コミュニケーション機会の創出などにより、国籍や性別などを問わず、
誰もが働きやすい職場環境づくりを行っています。こうした取り組みを通じた人財の多様化は、世界中にユーザーを
持つモビリティ産業の競争力向上に欠かせないものです。多様な人財が活躍するモビリティ産業には、世界を舞台に
したさらなる成長への期待がかかります。　

日産自動車

ヤマハ発動機

ＵＤトラックス

三菱ふそう
トラック・バス

▼ヤマハ発動機のボヤン・ディモフさん

▲ 「新人事異動制度の参加者を増やしたい」
と語るディモフさん
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４年ぶりの開催となったジャパンモビリティショーが終了し、札幌、名古屋、大阪、福岡の各地方でも、モ
ビリティショーに名称を変えて相次いで開催されました。ジャパンモビリティショーの興奮をそのままに、各
地でも多くの人が会場に足を運び、モビリティがつくる未来の生活や社会を体感しました。

名古屋モビリティショー2023
　ジャパンモビリティショー終了後、
最初の地方ショーとして開催され
たのが、「名古屋モビリティショー
2023」（主催＝中部経済新聞社、
TOKAI RADIO、中日新聞社、中日
スポーツ、東海テレビ放送）です。
2023年11月23日（木）～26日（日）
の４日間、ポートメッセなごや（名古屋

市港区）で開催されました。ショーに
は、国内外から合計31ブランドの四
輪車・二輪車が集結し、４日間で16万
3090人が来場しました。
　 会 場には、ジャパンモビリティ
ショーで初公開されたコンセプトカー
などが並び、来場者は車両に乗り込
んだり、デザインや使い勝手、質感な

どを確かめたりと、展示を存分に楽
しみました。新しくなった展示館も使
用し広くなった会場では、 はたらくク
ルマや、カーラッピングの体験コー
ナー、アスレチックなどが体験できる
キッズランドなど、子どもや家族で楽
しめるコンテンツも数多く用意され、
ショーは終日賑わいを見せました。

▼ ポートメッセなごやで開催された「名古屋モビリティショー2023」

▼ちびっこカーラッピング体験 ▼はたらくクルマのコーナー

地方モビリティショーが
各地で開催

４年
ぶり

地方モビリティショーが
各地で開催
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OSAKA MOBILITY SHOW 2023／
第12回大阪モーターショー

▲前回を上回る25万人超が来場

▼自動車メーカーなどが300台を超える車両を展示

　大阪では「OSAKA MOBILITY 
SHOW 2023／第12回大阪モー
ターショー」（主催＝大阪モーター
ショー実行委員会）が、23年12月８
日(金)～11日（月）、インテックス大
阪（大阪市住之江区）で開催され、４
日間で25万667人が来場しました。
ショーでは、231の企業・団体が300

台を超える車両を出展。関西一円から
の来場者が、未来のクルマや社会課
題を解決するさまざまなソリューショ
ンに関心を寄せました。
　自動車メーカーは、ジャパンモビリ
ティショーで披露したコンセプトカー
などを多数出展しました。次世代のモ
ビリティを表現するさまざまな車両に

来場者が目を輝かせていました。
　次世代の車と並んで注目を集めた
のが、体験型のコンテンツです。前回
よりも台数を増やした試乗会では、受
付に長い列ができました。地元ディー
ラーなどによる、子ども向け体験イベ
ントも数多く用意され、４年ぶりの祭
典を彩りました。

地方モビリティショーが
各地で開催
地方モビリティショーが
各地で開催

2024.春号 25



▲ 前回を超える12万７千人が来場した
　福岡モビリティショー

▼ 最先端モビリティのゾーンも

▲ 燃料電池車も出展

▼ キッズエンジニアin九州

福岡モビリティショー2023
　福岡では、「福岡モビリティショー
2 0 2 3 」（ 主 催＝福 岡 モビリティ
ショー実行委員会）が、12月22日

（金）～25日（月）の４日間、マリン
メッセ福岡（福岡市博多区）で開催さ
れました。来場者数は12万7349人
となりました。
　コロナ禍の影響で４年ぶりの開催
となった同ショーには、国内・海外合わ
せ、43ブランドが集結し多くの車両が
展示されました。「走り出そう みんな

で描く〝グリーン〟な未来へ」をテーマ
とし、次世代モビリティを体感してもら
うプログラムも実施しました。
　自動車メーカーはコンセプトカー
や最新モデルを展示したほか、近未
来のモビリティの魅力や可能性を発
信しました。国内メーカーは四輪車７
ブランド、二輪車３ブランドが出展し、
EVや燃料電池車（FCV/FCEV）など
電動車のコンセプトカーや最新モデ
ルを披露しました。また、「空飛ぶクル

マ」など最先端モビリティゾーンも設
けられ、来場者の関心を引きました。
　新たなコンテンツとして、会場全
体を巡りコンセプトカーなどの展示
や、アトラクションを楽しみながら近
未来を体感してもらう企画「福岡モ
ビリティショーツアー」も行いました。
「キッズエンジニアin九州」では、
参加企業のエンジニアらが講師を務
め、子どもたちが科学に触れるプログ
ラムに参加しました。
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▲ ファンや家族連れでにぎわう札幌モビリティショー

▼ 電動車いすの試乗コーナー

▲ さまざまなコンセプトカーを展示

▼ レゴブロック製の実物大トヨタ「GRスープラ」（右）

札幌モビリティショー2024
　札幌では、札幌モーターショーから
名称を変えた「札幌モビリティショー
2024」（主催＝札幌モビリティショー
2024実行委員会）が24年１月19日

（金）～21日（日）、札幌ドームで開催
され、３日間で７万3290人が来場し
ました。
　「見つめる先が未来だ。」をテーマ
に、自動車メーカーの次世代コンセ
プトカーや新型車など、国内外の四
輪車や二輪車など合計30ブランド・

122台が集結しました。会場では来
場者が展示車の写真を撮影したり、
実際に車に乗り込んだりして楽しみ
ました。自動車以外のモビリティも多
数出展され、電動車いすの試乗コー
ナーでは、来場者が乗り心地や使い
勝手を確かめていました。
　北海道の自動車産業をPR する「北
海道自動車産業ゾーン」では、道内の
自動車関連企業各社がブースを展開
して技術力をアピール。北海道当別町

で実証試験が始まる自動運転電動バス
（EVバス）などが注目を集めました。
　北海道初上陸の、レゴブロックで作
られた実物大のトヨタ「GRスープラ」
や、広大なドーム会場を活かして客席
に設置された、長さ約34ｍの巨大滑
り台「スタジアムスライダー」は、子ど
もたちに大人気でした。屋外では、最
新の市販車の試乗会が開かれるなど、
幅広い層が楽しめる企画が用意され、
ファンや家族連れでにぎわいました。

　各都市で行われたモビリティショーにもたくさんの人が訪れ、多様なモビリティを含む車両展示や数々のイベントで盛り
上がりました。次回のショーではどのようなモビリティが登場するのか今から楽しみです。
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いす 自ゞ動車

スズキ

　いすゞ 自動車からは、純正用品などを
手がけるいすゞ A＆Sが初出展しました。
小型トラック「エルフ」の標準キャブバン
をベースに、外装をスタイリッシュに仕上
げた「エルフ・フューチャー・アクセサリー
ズ・エディション」と、普通免許で運転が
可能な「エルフミオ」の標準キャブ平ボ
ディをベースとした「エルフミオ・アウトド
ア・エディション」の2台を展示しました。
　エルフ・フューチャー・アクセサリー
ズ・エディションでは、メッキ調パーツ

を使わずに、エルフのデザインを生
かすブラック基調のパーツを装着す
ることで、スタイリッシュな車両とし
ました。エルフミオ・アウトドア・エディ
ションは、荷台に装着したパイプフ
レームに脱着式のテントを装着。「荷
台で楽しめるキャンプ」に来場者が注
目していました。

　スズキは、新型「スペーシア」を
ベースとしたアウトドア仕様車のプロ
トタイプ「スペーシア パパボクキッ
チン」を展示しました。女性ユーザー
が多いスペーシアの魅力を男性にも
知ってもらおうと、展示車は「父親と

子どもとペットがキャンプを楽しむ」を
テーマとしました。車両の装飾に用い
たステッカーやキッチンなどを社内で
デザインし、アウトドアの世界観をつ
くり出しました。
　同じくアウトドア関連では、軽トラック

「スーパーキャリイ」をオフロード用に
カスタムしたコンセプトカー「スーパー
キャリイ マウンテントレイル」を展示
しました。アクティブな大人が山をスト
イックに楽しむためのクルマとして、ビ
ジネスだけではなく遊びにも活躍する
商用車の新たな世界観を表現しまし
た。その他、12月に発売した新型「スイ
フト」をベースに、専用のマットカラー
やホイール、デカールを施した「スイフ

　カスタムカーの祭典「TOKYO AUTO SALON 2024 (東京オートサロン2024)」（1月12～14
日、幕張メッセ＝千葉市美浜区）と「第27回大阪オートメッセ2024」（2月10～12日、インテック
ス大阪＝大阪市住之江区）が開催されました。東京オートサロンには、3日間で23万73人が来場し、前
回の23年（17万9434人）を5万人あまり上回りました。大阪オートメッセにも21万1738人が来場
し、23年（20万5462人）を上回る盛況ぶりでした。自動車メーカーもアウトドア向けのカスタムカー
やスポーツカーなどを出展し、来場者にクルマの楽しさをアピールしました。

前年上回る来場で熱気

東京オートサロン／
大阪オートメッセ

▼いすゞ
「エルフ・フューチャー・

アクセサリーズ・
エディション」

▼スズキ「スペーシア
　パパボクキッチン」

東京オートサロン２０２４



▲スバル
「WRX S4 STI 
スポーツ♯（シャープ）」 ▲日産「日産アリアNISMO」

▲マツダ「マツダスピリットレーシングRSコンセプト」 ▲ヤマハ「モータープラットフォームコンセプト」

SUBARU

日産自動車

マツダ

ヤマハ発動機

ト クールイエローレヴ」などの既販車
のコンセプトカーも展示しました。

　SUBARUは、高性能セダン「WRX 
S 4 」をベ ースとした 特 別 仕 様 車

「WRX S4 STI スポーツ♯（シャー
プ）」のプロトタイプを展示しました。
モータースポーツ活動を積極的に
展開している同社は、国内のレース

「スーパーGT」や「スーパー耐久シ
リーズ」に参戦する「BRZ」も展示し、
来場者の注目を集めました。ステーショ
ンワゴン「レヴォーグ」の派生車種で、
昨年投入した都市型SUV「レヴォーグ　
レイバック」に純正パーツを装着した
カスタムモデルも披露しました。
　プレスカンファレンスでは、新車サ
ブスクリプション（定額利用）サービス

「KINTO ONE（SUBARU）」を2024
年初夏から開始することも発表しました。
新サービスにより、若年層をはじめ、新た
な顧客層の開拓を目指します。KINTOに
は、トヨタ車、レクサス車に加え、スバル車
が取り扱い車種に加わることになります。

　日産自動車は、日産モータースポー
ツ＆カスタマイズとともに出展し、電気
自動車（EV/BEV）「日産アリア」の高
性能モデル「日産アリアNISMO」を披
露しました。最大出力をベース車両比
で10％向上するとともに、EVならでは
の加速感をフルに発揮するチューニン
グを施した「NISMOドライビングモー
ド」を設定しました。専用チューニング
を施した四輪制御技術によって、旋回
時の走行安定性も高めました。
　日産はEVの走行性能をレースの現
場で磨いてきました。その最前線が国際
フォーミュラカーレース「フォーミュラE」で
す。ブースにはフォーミュラEマシンも展
示し、注目を集めました。このほか、頻発す
る災害時の防災拠点として「日産リーフ」
の使用済み電池を17個搭載した「キャラ
バン」のカスタムカーを展示し、EVのさま
ざまな可能性を紹介しました。

　マツダは、スーパー耐久シリーズへの
参戦を通じて得たノウハウを生かした

スポーツモデル2車種を展示しました。
このうち「ロードスター」をベースにした

「マツダスピリットレーシングRSコンセ
プト」は市販化を前提に開発中です。
　同コンセプトカーは、サーキット走行
での最高速を高めるとともに、公道で
のゆとりある走りを実現したモデルで
す。現行の日本仕様には設定していな
い排気量2.0リットルのエンジンを搭
載する予定です。パワートレインだけ
ではなく、足回りやエアロパーツなども
スポーツ走行に最適化しました。
　また、プレゼンした毛籠勝弘社長が、
ロータリーエンジン（RE）の開発部門
を6年ぶりに復活させることも発表し
ました。独自のエンジン技術を活用し、
カーボンニュートラル（CN）の実現を
目指す方針です。

　初出展したヤマハ発動機のブースに
並んだのは、小型低速電動モビリティ
です。同社が開発した小型低速EV用
汎用プラットフォーム「ヤマハモーター
プラットフォームコンセプト」を活用し、
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▲大阪オートメッセも前回を上回る来場

▼トヨタ「GRヤリス RZ“High performance・Kalle Rovanperä Edition”」

トヨタ自動車

本田技研工業

さまざまな企業とコラボレーションして
開発したプロトモデルを初披露しまし
た。東京オートサロンなどの展示会で
協業先などを探索し、25年に同プラット
フォームの実用化を目指します。
　同プラットフォームには、自社製の
モーターを搭載しています。バッテリー
は、ホンダの交換式電池「モバイルパ
ワーパック:e」を活用しています。自社
開発した小型モビリティのプロトモデル
のほか、ソニーグループ、二葉家具など
と製作した「Concept 294 （プロトモ
デル）」など7機種を展示しました。

　大阪オートメッセには、自動車メー

カーやディーラー、アフターパーツメー
カーなどが出展しました。国内の自動
車メーカーもスポーツモデルを中心と
したコンセプトカーやカスタムカーを
関西のクルマファンに披露しました。

　トヨタ自動車は、TOYOTA GAZOO 
Racing、LEXUSとして出展し、「GRヤ
リス」の24年モデルを展示しました。新
たに開発した8速自動変速機（AT）の搭
載モデルを追加設定したほか、運転席
も視認性や操作性を改善しています。
改良点の中でもクルマ好きの間で話
題になったのは、一部グレードに「縦引
きパーキングブレーキ」をオプション設
定したことです。走行中の姿勢制御の
ために競技車両で使われる装備です

が、これを純正オプションに設定するこ
とで本格的にレースを楽しみたいユー
ザーのニーズに応えます。
　このほか、大阪ではGRヤリスの

「WRCドライバー監修特別仕様車」を
日本初公開しました。東京国際カスタム
カーコンテスト2024コンセプトカー部
門最優秀賞に輝いた「LBX MORIZO 
RR CONCEPT」など、多様なカスタム
カーで会場を盛り上げました。

　本田技研工業は、モータースポー
ツファンに向け、F1（フォーミュラワ
ン）に参戦するレッドブルレーシング
のマシン（ショーカー）や、スーパー
GTに参戦する「シビックタイプR-GT
コンセプト2023開発車Ver」、モビリ

第27回
大阪オートメッセ２０２４



▲ディーラーなど地元企業によるユーザー参加型企画も

▼ホンダ「シビックe:HEV」 ▼三菱「トライトン」

三菱自動車工業

ティリゾートもてぎが開催する参加型
耐久レース「Joy耐」に参戦する「シ
ビックe:HEV」などのモータースポー
ツ車両を展示しました。
　カスタムカーでは、6速マニュアル
トランスミッション（MT）専用グレード
として、24年秋に発売予定の「シビッ
クRS」のプロトタイプ、3月7日発売
の新型「アコードe:HEV」をベースに
したカスタムカー「スポーツライン」
を披露しました。同じく3月発売の新
型SUV「WR-V」をベースに、タフさ
を際立たせる装備を施した「WR-V
フィールドエクスプローラーコンセプ
ト」も披露しました。

　三菱自動車工業は、日本で12年ぶ
りに販売するピックアップトラック「ト
ライトン」を展示しました。「トライトン　
スノーシュレッダー コンセプト」は、荷

台のスマートな活用や積載方法によ
り、ピックアップトラックの魅力を最大
限に発揮するカスタムカーです。
　軽自動車「デリカミニ」、ミニバン

「デリカD:5」の特別仕様車「シャモ
ニー」のカスタムカーも出展。雪道を
安心して走り抜ける頼もしさと、ウイ
ンタースポーツを通じ家族や仲間と
楽しむイメージを表しました。「アウト
ランダーPHEVアクティブフィール
ド」は、キャンプや釣りなどアウトドア
の趣味を、さらにアクティブに楽しめ
るよう装備を施したカスタムカーで
す。屋外では体験イベントを実施し、
オフロードやアウトドアといった、三
菱のブランドイメージを全面に打ち出
しました。
　自動車メーカーのほか、地元ディー
ラーも参加し、自社オリジナルのカスタ
ムカーやユーザー参加型の企画でイ
ベントを盛り上げました。

　関西のクルマファンが集まるこのイ
ベントには、大阪府・市の万博推進局も
参加しました。オープニング式典には、
公式キャラクターの「ミャクミャク」が登
場し、約1年後に迫る大阪・関西万博の
機運を高めました。ブレーキパーツや
ホイールなど、在阪のものづくり企業
も数多く出展し、自社の技術力を披露
しました。車両の外観で個性を表現す
るドレスアップカーも会場に並びまし
た。一風変わったカスタムを施した車
両の数々に、関西一円から来場した老
若男女が熱い視線を注ぎました。
　今年の東京オートサロン、大阪オー
トメッセは、来場者数がいずれも23年
の前回を上回り、盛況のうちに終了し
ました。クルマの文化や多様な楽しみ
方を伝えるイベントとして、自動車メー
カーはこれからも、両イベントを通し、
クルマファンにさまざまな提案を行っ
ていきます。



　「車の基本はセダンだよね」「次はSUVにしようかな」。普段の何気ない会話やニュースなどで耳にする
車型の呼称は、実はさまざまな由来や区分に基づいています。日本工業規格（JIS）や、自動車検査証（車検
証）上の区分もありますが、これは主に企業や行政が用いるもの。私たちが日常で使う車型の呼称の意味や、
その由来を紹介します。

　シンプルで分かりやすいのが、
ドアの数やシートの数を由来とす
る呼称でしょう。「２ドア」「４ドア」、
２人乗りの「２シーター」といった
具合です。似たような呼び方に、「ワンボックス」も含まれます。この場合の「ボッ
クス」とは、車内の空間を指しており、「エンジンルーム」「車室」「トランク」と
分かれている車は３ボックス、独立したトランクがない車は２ボックスと呼ばれま
す。３ボックスを指す「セダン」は、17世紀頃の欧州にあった貴族婦人の乗り物

「セダンチェア」に由来します。
　同じ３ボックスでも、セダンよりスタイリッシュな２ドアを「クーペ」と呼びま
す。２人乗りの箱型馬車が由来ですが、４ドア、５ドアでも、クーペと呼ばれる

クルマが登場したこともあり、今
やスポーティーな車全般に使わ
れています。クーペという呼称
は、「切られた」という意味のフ
ランス語「クペ」を語源としてい
ます。

　２ボックスは「ハッチバック」とも
呼ばれます。ハッチとは、上に引き上
げる戸やフタのことで、後部にこうし
たハッチ（バックドア）を備えた車の
ことです。

▲セダン（日産「スカイライン」）

▲クーペ（トヨタ「GR86」）

▲ハッチバック（ホンダ「フィット」）

セダン／クーペ ハッチバック

多様な車型の呼称
【今さら聞けない】
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　このほか、A～Fの英記号によるセグメント区分もありますが、これは主に車格（車体の大きさ）によ
る欧州発の区分で「Cセグメントセダン」「DセグメントSUV」といったように、他の呼称と組み合わせ
て使う場合もあります。
　このように、車型の呼称は、国や地域によって異なり、時代とともに変化していきます。

　同じ車の形でも、国によって呼称が
変わる場合もあります。例えば「ワゴ
ン」は別名「ステーションワゴン」と呼
ばれるように「馬車」、とくに米国で「駅
馬車」として活躍したことにちなみま
す。イギリスでは「エステート」、フラン
スでは「ブレーク」とも呼ばれます。

　屋根のない「オープンカー」は、イ
ギリスでは「ロードスター」ですが、イ
タリアやフランスでは「スパイダー」
でも通じます。折りたたみ式のソフト
トップ（幌屋根）もしくはハードトップ
（金属や樹脂製の硬い屋根）を持
つオープンカーは、「コンバート（変
換）」をもじって「コンバーチブル」と
呼ばれますが、フランスでは１軸式馬
車が語源の「キャブリオレ」、ドイツで
は「カブリオレ」と呼ばれます。

　荷台が金属で囲われた商用車を「バン」
と呼び、「ミニバン」はもともと、小型バン
派生の乗用車（“ミニ”とはいえ８人乗りで
す）を指しましたが、今では日本でもすっ
かり一般的な呼称になりました。欧州では

「モノスペース」「MPV（多目的車）」とも呼ばれ、日本ではミニバンの呼称が定
着する前は「ワンボックス」として親しまれていました。

　オフロード走行性能などが売りの四輪駆動
（4WD）車は、日本では「四駆」、「クロカン
（クロスカントリー）」「RV（レクリエーショ
ナル・ビークル）」など、時代によって呼称が
変化してきました。ちなみにRVは、米国では

「キャンピングカー」のことを指しますが、過去の日本ではすっかり4WD車の代名
詞になってしまいました。今は「SUV（スポーツ・ユーティリティー・ビークル）」と
呼ぶのが一般的でしょう。日本の新聞などでは、「スポーツ多目的車」と呼ばれたり
します。もともとはアメリカが発祥とされ、ピックアップトラックに屋根をつけた車が
ルーツとされます。また「クロスオーバー」は、「ワゴン＋SUV」「クーペ＋SUV」と
いった具合に、複数の車体デザインとSUVを融合させたような車を指します。

　日本独自の軽自動車は、車体寸法の制約から
ハッチバックが主流でした。今では軽自動車規格
の全高（車体の高さ）を有効活用し、広い車室空
間を確保した全高1550mm以上の「トールワゴン
（ハイトワゴン）」が人気です。トールワゴンのう
ち、全高が1700mm超の車を「スーパーハイトワ
ゴン」と呼びます。一方で全高1550mm以内の
軽自動車を「従来型」を意味するコンベンショナ
ルから「コンベ」として区別することもあります。

▲ワゴン（スバル「レヴォーグ」）

▲オープンカー
　（マツダ「ロードスター」車型が車名に
　なったケースです）

▲ミニバン（ホンダ「ステップワゴン」）

▲SUV（三菱「アウトランダー」）

▲軽自動車ハイトワゴン
　（スズキ「ワゴンR」）

軽自動車スーパーハイトワゴン（ダイハツ「タント」）▶︎

ワゴン SUV

ミニバン

軽自動車

オープンカー

多様な車型の呼称
【今さら聞けない】
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　JAMAGAZINEの冊子としての最
終号が発行される頃、私の自工会で
の職歴は満37年を迎えます。
　物心ついた頃からのクルマ好きが
自工会に就職し、ほとんどの国産乗
用車メーカーのハンドルを握る機会
に恵まれました。
　しかし、もっとも思い出深いのは、
1995年から乗った71年式のドイツ
P社製のクルマです。「剃刀のよう
な」と形容されるエンジンのレスポン
スの中で、回転を合わせながら、一昔
前のバスのように長いシフトレバー
を操作して、ギアチェンジしていく作
業は、まさに「スポーツ」そのもの。

How to本を何冊となく読み漁り、イ
メージトレーニングはしていたもの
の、新宿で車両を引き取り、狭山の自
宅にたどり着いた時には喉がカラカ
ラに渇いていたことを今でも鮮明に
記憶しています。
　それから約5年間、このクルマとの
甘くて少しほろ苦いカーライフを送り
ました。インジェクションはもちろん、
電子的な部品は一切使われていな
い、純アナログなクルマでしたが、そ
れゆえ、人間の感性と技術が求めら
れるクルマであったと思います。
　時代は下って、エンジンからモー
ターへ、自動車からモビリティへと自

動車産業は大変革期の真っただ中に
ありますが、それは、アナログからデ
ジタルへの変革期とも言えると考え
ます。しかしながら、人間が直接運転
するかどうかにかかわらず、リアルな
モビリティが現実の道を走行する以
上、最後はアナログなのだろうという
のが私の理解です。
　JAMAGAZINEは次号より、デジ
タル配信のみとなりますが、これから
も皆様の五感に訴える内容をお届け
していきたいと思いますので、今後
ともご愛読のほど、よろしくお願いい
たします。

S.O.

アナログからデジタルへ
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未来を担う学生にエール！

大学キャンパス出張授業
４年ぶり地方モビリティショーが各地で開催

東京オートサロン／大阪オートメッセ前年上回る来場で熱気
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